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または議会事務局へお問い合わせください。

●



キ
」
キ
ズ
ナ
キ
ッ
チ
ン
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

〇
「
元
気
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
主
要
な
事
業

と
し
て
い
る
市
立
図
書
館
の
建
設
工
事
に
着

手
す
る
ほ
か
、
旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
の
解
体
工

事
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

〇
「
安
心
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
対
象
を
県
内
の
レ

ベ
ル
と
同
等
と
な
る
中
学
生
ま
で
広
げ
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
た
め
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
「
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
情
報
配
信
事
業
」、

市
立
図
書
館
を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

の
「
黒
石
市
立
図
書
館
運
営
計
画
策
定
事

業
」
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
議
案
審
議

議
決
さ
れ
た
議
案
等
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

会
期
17
日
間

３
月
２
日
～
３
月
18
日

市
長
提
出
議
案
等
及
び
議
員
提
出

議
案
全
67
件
の
中
か
ら
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
各
議
員
の
賛
否
状
況
に
つ
い

て
は
、
４
頁
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
案
等
の
一
覧
は
、
黒
石
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
に
な
れ

ま
す
。

黒
石
市
一
般
会
計
予
算
額

１
５
６
億
６
３
０
０
万
円

起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

〇
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
「
黒
石

力
」
を
最
大
限
生
か
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
厳
し
い
環
境
に
あ
る
市
民
生
活

を
守
る
た
め
に
、
経
済
政
策
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

〇
「
自
立
し
た
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、

地
域
と
行
政
が
お
互
い
に
情
報
共
有
し
な
が

ら
「
あ
ず
ま
し
の
里
づ
く
り
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
黒
石
産
ム
ツ
ニ
シ
キ
の
さ

ら
な
る
知
名
度
向
上
や
黒
石
ら
し
さ
を
生
か

し
た
食
育
を
推
進
す
る
た
め
の
「
ム
ツ
ニ
シ

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

2



地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

住

所

温
湯
字
上
川
原
15
番
地
25

氏

名

佐
藤

徳
幸

生
年
月
日

昭
和
26
年
４
月
28
日

人
権
擁
護
委
員
法
の
規
定
に
よ
る
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

住

所

油
横
丁
14
番
地

氏

名

野
木

俊
子

生
年
月
日

昭
和
33
年
４
月
12
日

〇
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
水

道
メ
ー
タ
ー
検
針
」

こ
れ
ま
で
市
が
行
っ
て
い
た
水
道
の
検

針
、
漏
水
確
認
業
務
を
受
託
可
能
な
地
区
協

議
会
へ
委
託
し
ま
す
。
受
注
し
た
地
区
協
議

会
で
は
、
支
払
わ
れ
る
委
託
料
を
地
区
活
動

の
予
算
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
で
、
自
主
自

立
の
地
域
づ
く
り
に
繋
げ
ま
す
。

令
和
４
年
４
年
１
日
か
ら
開
始
予
定
で
す
。

〇
「
農
産
物
等
の
新
た
な
販
路
確
保
事
業
」

農
産
物
の
輸
出
に
取
り
組
む
、
ま
た
は
取

り
組
も
う
と
す
る
農
業
者
、
新
し
い
生
活
様

式
に
即
し
た
非
接
触
型
販
売
方
法
等
の
導
入

や
、
農
産
物
等
の
新
た
な
販
路
確
保
に
向
け

た
取
組
を
す
る
農
業
者
に
対
し
、
国
外
へ
の

輸
出
の
取
組
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
す
る

ほ
か
、
個
別
に
支
援
も
行
い
ま
す
。

〇
「
家
庭
教
育
事
業

～
子
ど
も
た
ち
の

「
未
来
（
あ
し
た
）」
を
は
ぐ
く
む
～
」

子
ど
も
の
日
常
に
お
け
る
生
活
習
慣
の
習

得
や
自
立
心
の
育
成
な
ど
、
教
育
の
原
点
で

あ
る
家
庭
教
育
が
自
覚
と
責
任
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
よ
う
様
々
な
学
習
機
会
の
提
供
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
講
座
等
の
学
習
会
を
通
し

て
、
子
育
て
や
家
族
の
あ
り
方
、
役
割
を
認

識
さ
せ
、
地
域
全
体
で
家
庭
教
育
の
支
援
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

〇
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
促
進
事
業
」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
進
め
る

た
め
、
各
公
民
館
、
大
型
ス
ー
パ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
会
場
な
ど
へ
市
職
員
が
出
張
し
、
顔
写

真
の
撮
影
や
必
要
書
類
へ
の
記
入
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
新
規
黒
石
市
重
点

事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
１
議
員
に

つ
き
２
項
目
程
度
の
質
問
及
び
答
弁

の
要
旨
を
質
問
議
員
が
自
ら
作
成

し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
内
容
等
で

ご
不
明
な
点
は
、
議
員
に
直
接
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
黒
石
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
会
議
録
の
公
開
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
一
般
質
問
の
内
容
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
で
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
簡
単
に
掲

載
サ
イ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。 ８

人
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問

⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
体
制
整
備
状
況
に
つ
い
て
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

⬙

当
市
で
は
市
内
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
と
黒
石
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
を

会
場
と
す
る
集
団
接
種
の
２
種
類
と

し
、
全
て
事
前
予
約
を
し
た
上
で
接
種

で
き
る
よ
う
医
師
、
看
護
師
の
確
保
並

び
に
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

接
種
の
対
象
者
は
接
種
日
に
市
内
に

住
民
票
を
置
く
16
歳
以
上
の
市
民
と

し
、
一
部
特
例
は
あ
り
ま
す
が
、
医
療

従
事
者
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
65
歳

未
満
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
、
高
齢

者
施
設
の
従
業
者
、
60
歳
か
ら
64
歳
の

者
、
一
般
市
民
の
順
番
で
接
種
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

の
開
始
時
期
に
つ

い
て
は
国
の
ワ
ク

チ
ン
配
分
状
況
を

見
な
が
ら
体
制
整

備
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

黒石市民倶楽部
三上 廣大 議員

一問一答方式

議 案 等 名

採
決
結
果

工
藤

和
子

黒
石
ナ
ナ
子

三
上

廣
大

大
平

陽
子

工
藤

禎
子

大
久
保
朝
泰

大
溝

雅
昭

佐
々
木

隆

今

大
介

工
藤

和
行

工
藤

俊
広

北
山

一
衛

中
田

博
文

後
藤

秀
憲

村
上

啓
二

村
上

隆
昭

令和３年度黒石市
一般会計予算

原案
可決 ※ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度黒石市国民
健康保険特別会計予算

原案
可決 ※ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度黒石市
介護保険特別会計予算

原案
可決 ※ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案に対する各議員の賛否状況
〇は賛成、●は反対、※は議長のため採決に加わっていま
せん。
賛否が分かれた議案のみを掲載しています。

一般質問
基本 15.39pt
14.75pt

4
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⬘

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
に
つ
い

て

⬙

新
年
度
か
ら
、
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
全
て
に
つ
い
て
、
入
院
・
通

院
に
係
る
保
険
診
療
自
己
負
担
分
を
無

料
に
し
ま
す
。
給
付
方
法
は
原
則
と
し

て
現
物
給
付
と
な
り
ま
す
が
、
整
骨
院

等
は
償
還
払
い
で
対
応
し
ま
す
。

⬘

防
災
備
蓄
品
に
つ
い
て

⬙

避
難
所
生
活
に
必
要
な
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
蓄
電
池
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

を
購
入
し
ま
し

た
。
防
災
備
蓄
品

の
備
蓄
倉
庫
は
建

て
ず
に
、
空
き
校

舎
等
を
活
用
し
て

い
く
方
針
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

⬘

当
市
在
住
の
防
災
士
に
つ
い
て

⬙

令
和
２
年
４
月
に
行
っ
た
市
内
自
主

防
災
組
織
を
対
象
と
し
た
調
査
に
よ
る

と
、防
災
士
資
格
取
得
者
は
15
人
で
す
。

地
区
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災
意

識
の
啓
発
や
防
災
知
識
の
普
及
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
育
成

補
助
金
を
活
用

し
、
防
災
士
資

格
取
得
促
進
を

目
指
し
て
い
き

ま
す
。

⬘

避
難
所
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る

配
慮
に
つ
い
て

⬙

女
性
専
用
の
受
付
の
設
置
は
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
避
難
所
運
営
に
係
る

相
談
窓
口
は
、
避
難
所
開
設
後
の
設
置

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
配
置
は
各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
の
協
力
を
得
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

黒石自民クラブ
大平 陽子 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
黒石ナナ子 議員

一括方式

新自民・公明クラブ
大溝 雅昭 議員

一問一答方式

⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
こ
れ

ま
で
の
経
済
対
策
と
今
後
の
対
策
は

⬙

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
る
事
業
者
９
１
５
件
へ
事
業

継
続
緊
急
支
援
交
付
金
の
交
付
、
市
内

飲
食
店
等
で
使
え
る
グ
ル
メ
券
の
全
世

帯
交
付
な
ど
、
地
域
の
消
費
喚
起
を
図

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
支
援
事
業
や
、
く
ろ
い

し
飲
食
券
発
行
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

⬘

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
に

つ
い
て

⬙

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
黒
石
市
地
域

学
校
協
働
活
動
の
開
始
を
目
指
し
、
各

小
学
校
区
に
お
け
る
推
進
本
部
等
の
設

置
に
携
わ
る
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
の
配
置
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て

・
市
立
図
書
館
運
営
計
画
策
定
事
業

に
つ
い
て
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新自民・公明クラブ
中田 博文 議員

一問一答方式

⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

⬙

市
内
の
対
象
者
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
１
万
１
４
９
０
人
、
16
歳
以
上
65

歳
未
満
が
１
万
７
８
８
３
人
で
、
市
内

の
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
黒
石
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
集
団
接
種
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

は
、
４
月
に
郵
送
さ
れ
る
接
種
券
等
と

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
今
後
は
65
歳
未
満
の
方
に
向

け
て
ウ
ェ
ブ
予
約
も
検
討
し
ま
す
。

⬘

祭
り
の
開
催
に
つ
い
て

⬙

開
催
可
否
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
団
体

が
判
断
し
ま
す
が
、
各
団
体
で
目
安
と

な
る
開
催
・
中
止
基
準
を
設
け
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
主
催
団

体
と
も
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⬘

財
政
の
動
向
に
つ
い
て

⬙

市
の
起
債
残
高
は
令
和
元
年
度
末
で

２
１
８
億
円
、
実
質
公
債
費
比
率
は
当

面
16
％
台
で
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

財
政
調
整
基
金
は
図
書
館
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
施
設
建
設
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ

り
、
今
後
５
か
年
の
試
算
で
は
７
億
５

千
万
円
程
度
取
り
崩
す
見
込
み
で
す
。

⬘

有
機
農
法
の
推
進
に
つ
い
て

⬙

有
機
農
法
へ
の
転
換
に
取
り
組
む
厚

目
内
地
区
の
農
業
者
を
支
援
し
ま
し

た
。
有
機
農
法
に
よ
る
ニ
ン
ジ
ン
等
は

高
評
価
を
得
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

農
業
者
と
行
政
等
で
協
議
会
を
設
立

し
、
栽
培
技
術
の
確
立
、
販
路
拡
大
な

ど
の
経
営
支
援
を
し
ま
す
。

⬘

児
童
館
に
通
う
子
ど
も
達
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
に
つ
い
て

⬙

今
後
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

新自民・公明クラブ
工藤 俊広 議員

一問一答方式

黒石自民クラブ
村上 啓二 議員

一括方式

⬘

令
和
３
年
産
米
の
生
産
数
量
と
目

標
達
成
の
た
め
の
取
組
は

⬙

令
和
３
年
産
生
産
数
量
目
標
は
、
令

和
２
年
産
よ
り
３
７
３
ト
ン
少
な
い
７

９
９
１
ト
ン
で
、
作
付
面
積
に
換
算
す

る
と
１
３
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
68

へ
ク
タ
ー
ル
の
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
生
産
者
が
飼
料
用
米
、
加
工
用

米
、
輸
出
用
米
等
に
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
取
扱
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
企
業
説
明
会
の
参
加
を
促
し
て
い

ま
す
。

⬘

大
型
事
業
に
起
債
を
充
て
て
い
る

た
め
公
債
費
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
経
常
収
支
比
率
は
大
丈
夫
か

⬙

大
型
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
過

去
の
高
額
な
起
債
償
還
が
終
了
す
る
時

期
に
合
わ
せ
て
償
還
を
開
始
し
、
経
常

収
支
比
率
が
上
が
ら
な
い
よ
う
計
画
的

に
行
い
ま
す
。
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議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

⬘

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て
、
要

介
護
４
、
５
の
認
定
を
受
け
た
方
へ

の
周
知
は
さ
れ
て
い
る
の
か

⬙

要
介
護
４
、
５
の
方
で
も
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
認
定
結
果
通
知
書
送
付
の
際
に
チ

ラ
シ
を
同
封
す
る
ほ
か
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
へ
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

⬘

市
立
図
書
館
に
つ
い
て
①
司
書
は

館
長
含
め
最
低
３
人
は
必
要
で
は
な

い
か
②
職
員
は
専
門
知
識
が
必
要
な

の
で
２
～
３
年
で
の
人
事
異
動
は
す

べ
き
で
は
な
い

⬙

①
開
館
時
間
の
シ
フ
ト
や
事
業
量
も

検
討
し
、
見
合
っ
た
司
書
の
人
数
を
配

置
し
ま
す
。
②
職
員
の
人
事
異
動
は
図

書
館
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
で
き
る
よ
う

配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

日本共産党
工藤 禎子 議員

一問一答方式

第
１
回
臨
時
会
議
案
審
議

議
決
さ
れ
た
議
案
等
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会

会
期
１
日
間

４
月
28
日

番 号 件 名
新自民
・公明
クラブ

黒 石
自 民
クラブ

黒 石
市 民
倶楽部

日 本

共産党
結 果

報告第５号 黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について 〇 〇 〇 〇 承 認
報告第６号 権利の放棄について 〇 〇 〇 〇 報 告
報告第７号 権利の放棄について 〇 〇 〇 〇 報 告
報告第８号 権利の放棄について 〇 〇 〇 〇 報 告
報告第９号 令和２年度黒石市一般会計補正予算(第16号)について 〇 〇 〇 〇 承 認
報告第10 号 令和２年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算(第５号)について 〇 〇 〇 〇 承 認
報告第11 号 令和２年度黒石市介護保険特別会計補正予算(第４号)について 〇 〇 〇 〇 承 認

報告第12 号 令和２年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会
計補正予算（第５号）について 〇 〇 〇 〇 承 認

報告第13 号 令和２年度黒石市下水道事業会計補正予算(第２号)について 〇 〇 〇 〇 承 認
報告第14 号 令和３年度黒石市一般会計補正予算(第１号)について 〇 〇 〇 〇 承 認
議案第63 号 工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第64 号 令和３年度黒石市一般会計補正予算(第２号)について 〇 〇 〇 〇 原案可決

令和３年第１回黒石市議会臨時会審議議案一覧（〇は賛成、●は反対）

市
立
図
書
館
新
築
工
事
の
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
締
結
す
る
こ
と
を
可
決

し
ま
し
た
。

場

所

黒
石
市
大
字
内
町
地
内

契
約
金
額

５
億
３
６
９
万
円

契
約
業
者

弘
南
建
設
株
式
会
社

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

体
制
確
保
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
事
業

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
３
年
度
の
一

般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

市
立
図
書
館
新
築
工
事
の

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

本
臨
時
会
に
お
い
て
は
、
市
長
提
案
に
よ

る
12
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な
審

議
の
上
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・

報
告
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
審
議
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ま
た
、
議
案
等
の
一
覧
は
、
黒
石
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
に
な
れ
ま
す
。
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8

発
行
　
黒
石
市
議
会

編
集
　
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
編
集
特
別
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w
w
.city.kuroishi.aom

ori.jp/shisei/gikai/index.htm
l

Ｅ
メ
ー
ル

 kuro-gikai@
city.kuroishi.aom

ori.jp

住
所
　
黒
石
市
市
ノ
町
11
の
1

電
話
　
0172－

52－
2111

㈹
F
A
X　
0172－

52－
6191

令
和
３
年
６
月
１
日
　
第
33号

（大平　陽子 委員）

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委 員 長　 今　　大介

副委員長　 三上　廣大

委　　員　 大平　陽子

　 〃 　　 黒石ナナ子

　 〃 　　 大溝　雅昭

　 〃 　　 工藤　禎子

　黒石市議会では、令和２年第４回定例会から
本会議のライブ中継をインターネット動画配信
サービス（YouTube）で行っています。
　また、今までに行われたライブ中継について
も、編集作業が終わり次第配信をしていますので
後から視聴することも可能です。なお、配信期
間は１年間となっています。
　詳細については、黒石市議会ホームページに掲
載していますのでぜひ御覧ください。

　第１回臨時会において、工藤和子議長の議長辞職に伴い、議長の選挙が投票に
より行われました。その結果、佐々木隆議員が当選し、第21代黒石市議会議長に
就任しました。

新議長に佐々木隆議員が就任しました

議会のインターネット中継を配信しています

　コロナ禍となってから、市民の皆さんと接する機会が
随分と減りました。議会だよりは、議員の活動をお知ら
せすることのできる手段の一つです。委員会では、どん
な紙面づくりをしたら、市民の皆さんに手に取ってもらえ
るかを毎回模索してきましたが、今号より、今年度末に
閉校となる県立黒石商業高校のご協力を得て、生徒さ
んの作品が表紙を飾ってくれることになりました。どん
な表紙になるのかも楽しみにご期待ください！

　この度第２１代黒石市議会議長に就任いたしま
した、佐々木隆です。
　議員各位が望む黒石市への思いや考えを、市
長をはじめとする執行部としっかりと議論ができ
るように、公平な立場で、円滑な議会運営と議
会のさらなる活性化に努めていく所存です。
　また、市長が黒石市のトップに立って黒石市の
セールスを行っているように、私も議長として、
黒石市のＰＲにも努めていきたいと思います。

議長就任挨拶


